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	第9回PostgreSQL�エンタープライズ・コンソーシアムセミナー�～2013年度活動成果発表会【in大阪】
	プログラム
	セミナー参加者：40名�アンケート回答者：25名�
	スライド番号 4
	Ｑ1　本セミナーを何でお知りになられましたか？
	Ｑ２　PostgreSQL関連製品及びサービスの導入に関する、お客様のお立場についてお聞かせください。
	Ｑ３.現在お客様はどんなリレーショナルデータベースをお使いですか（複数回答可）
	Ｑ4．現在、御社でPostgreSQLを新規導入/あるいは他のデータベースから移行するご予定はありますか
	Ｑ５. PostgreSQLをよりミッションクリティカル性の高いエンタープライズ領域で採用するための課題は何だとお考えですか？（複数回答可）
	Ｑ６．PGEConsに何を期待していますか？�　　　 またどんな情報を発信してほしいですか？（複数回答可）
	Ｑ７．今回のセミナーの事例やWGの活動成果報告をお聞きになり、今後PostgreSQLがミッションクリティカル領域での利用に期待を持てますか?
	２. 「WG1：性能WG 2013年度活動成果報告」�Q8.セッション内容のご感想をお聞かせください。
	３. 「WG２：移行WG 2013年度活動成果報告」�Q11. 活動内容をご理解いただけましたか？
	４. 「WG３：設計運用WG 2013年度WG3活動報告」�Q14.活動内容をご理解いただけましたか？
	５. 「PGECons　2013年度活動報告および2014年度活動予定のご案内」�Q17.PGEConsの活動状況や今後の予定をご理解いただけましたか？
	５. 「PGECons　2013年度活動報告および2014年度活動予定のご案内」�Q18.PGEConsの会員として参加しようと思われましたか？
	５. 「PGECons　2013年度活動報告および2014年度活動予定のご案内」�Q19. 今後PGEConsからお客様に、情報をメーリングリストでお送りしてもよろしいですか？
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